
■主 催:安来市総合文化ホール アルテピア   ■後 援：駐日ラトビア共和国大使館、安来市教育委員会、松江市教育委員会、米子市、安来商工会議所、
安来市商工会、TSK山陰中央テレビ、BSS山陰放送、日本海テレビ、やすぎどじょっこテレビ、エフエム山陰、山陰中央新報社、新日本海新聞社、朝日新聞松江総局、
読売新聞松江支局、毎日新聞松江支局、産經新聞松江支局、DARAZ FM （順不同）
■助 成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）｜独立行政法人日本芸術文化振興会
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■一  般〈前売〉2,500円（税込）     ■学  生〈前売〉1,500円（税込）チケット料金
※当日券は前売券の500円増しです。  ※未就学児入場不可。  ※車イススペースをご希望の方はホールへご相談ください。 
※学生券の対象は大学生・専門学生・短大生以下です。学生券をご購入の方は、
当日入場されるご本人の学生証(生徒手帳)等をご提示いただく場合があります。

〒692-0014 島根県安来市飯島町70 
TEL 0854–21–0101

www.artepia.jpアルテピア

チケットの
お問い合わせ

 2019年

11月11日（月）
 19：00開演［18：30開場］
 安来市総合文化ホール
 アルテピア［小ホール］
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新たな伝統音楽の形、
伝統に“現代”を吹き込んだ

ラトビア「民族トランス音楽」全席
自由



エドガルス・
クルーミンシュ

マールティンシュ・
ミリェヴスキス

エドガルス・
カールクリス

カスパルス・
インドレーヴィッツ

ガティス・
インドレーヴィッツ

カスパルス・
バールバルス

ガティス・
ワルテルス

マーリス・
ヤーカブソーンス

ノルムンヅ・
ワイワヅ

レアンネ・
バルボ

玉田玉秀斎
NAVIGATOR
バイリンガル講談師

たま だ  ぎょくしゅうさい

■一般前売発売日  7月27日（土）10：00～発売開始
安来市総合文化ホール アルテピア
フォト文具いちかわ広瀬本店
フォト文具いちかわプラーナ店
安来観光交流プラザ（JR安来駅内）
島根県民会館チケットコーナー
プラバホール（松江市総合文化センター）
米子市文化ホール
アクティブ・プロ

TEL0854-21-0101
TEL0854-32-2416
TEL0854-21-0201
TEL0854-23-7667
TEL0852-22-5556
TEL0852-27-6000
TEL0859-35-4171
TEL0859-48-0700

コンサートの冒頭にナビゲーター解説が
入るのもハガネミュージックの特長。
公演のコンセプトや、アーティストの想
い、醍醐味などを得意の講談にのせて
「おもしろ」「おかしく」お伝えします！

圧倒的迫力を体感せよ
！

母国で最高峰の音楽賞
を受賞、今世界で最も

勢いに乗る音楽集団。

プレイガイド ※〈学生券〉はアルテピア総合案内でのみ販売いたします。

バグパイプバグパイプ
簧(リード)式の気鳴楽器。
袋の押圧で音管に送る空気の量を調節し、区切り
なく音を出し続けることができる。様々な種類が
あり、ラトビアではドゥダス(dudas)と呼ばれる。

ブンガスブンガス
バルトエリアで使用された伝統的な太鼓。
一本の大木を丸々切り抜いて作られる。
ビーバーやヤギの皮を張っており、和太鼓などと
違い毛がついたままの状態で張られている。

ラトビアの伝統楽器

LEANNE BARBO NORMUNDS VAIVADS MĀRIS JĒKABSONS GATIS VALTERS KASPARS BĀRBALS GATIS INDRĒVICS KASPARS INDRĒVICS EDGARS KĀRKLIS MĀRTIŅŠ MIĻEVSKIS EDGARS KRŪMIŅŠ

必見!! ハガネミュージックでおなじみの
この方も登場！　

アウリ/Auli

ラトビアの自然や民謡のメロディーを奏でるワールドミュージック。
昔ながらの音楽要素と現代の感覚を融合させた
迫力のラトビア伝統音楽バンドが初来日！

Auli(アウリ)は2003年ラトビアで結成。バグパイプ奏者6名、ドラム3名、ベース
1名の10名で構成されており、伝統音楽の要素と現代音楽の感覚を合わせた独自
の演奏スタイルは国内外で高い注目を集めている。

アウリが演奏に使用するバグパイプと太鼓(伝統楽器・ブンガス)は古くからラトビアの伝統楽器として存在していたが、資料や演奏の形跡はほと
んど残されていなかった。そこで研究家でもある彼らは独自の調査研究と経験に基づき演奏法、曲を復活させ、ついには失われた伝統楽器ブン
ガスまで現代に蘇らせることに成功した。彼らは自身の音楽を「Etnotranss=民族トランス」と呼び、伝統音楽に、現代の音楽を新たに融合さ
せることで今もなお進化を続ける新たな音楽ジャンルを創り出した。既存の伝統音楽を180度一新する圧倒的大迫力の音楽と世界観を存分に
お楽しみください。


